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【ご参考：本リリースは2005年10月18日にリヤドで発表したものです。】

SABIC　1-9月期に純利益39億米ドルを計上
前年同期比54%増
サウジ基礎産業公社(SABIC: Saudi Basic Industries Corporation)は、2005年1-9月期の純利益が39億米ドルであり、前年同期比54%増となったと発表いたしました。2005年度第3四半期の純利益は13億米ドルで、2005年度第2四半期の純利益より2%増となりました。
この発表に伴ない、SABICのモハマド・アルマディ（Mohamed Al-Mady）副会長兼CEOは下記のように述べています。
「原油価格が上昇し、強化鋼価格が低下する一方で粗鋼価格が大幅に上昇して原材料価格が上昇する中、ほとんどの石油化学製品の価格が世界的に改善したおかげで、SABICは材料価格の上昇を吸収することができました。この傾向は、需給バランスの均衡、エネルギー価格の上昇、いくつかの生産能力拡大プロジェクトによる生産性向上が奏功して来年まで続く見通しです」。

「1-9月期の総生産量は前年同期比10%増の3,460万トンでした。販売量は前年同期比6%増の2,690万トンでした。売上高は151億米ドルで、前年同期の130億米ドルから20%増となりました」。

アルマディCEOは、SABICの全従業員一人一人の努力を称え、パートナー、株主の協力に感謝すると共に、今後も株主の期待に応え、グローバルマーケットにおける競争力を強化し、マーケット・リーダーとしての地位を確保するために絶え間ない努力を傾けて行くと決意を新たにしました。
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編集者の皆様へ:

 

サウジ基礎産業公社 (SABIC)は時価総額が中東で最大の企業であり（1,500億米ドル以上）、世界の10大石油化学製品メーカーの1社です。ポリエチレン、ポリプロピレン、グリコール、メタノール、MTBE、肥料のマーケット・リーダーであり、世界第4位のポリマー・メーカーです。

SABICの利益は2004年、前年比112％増となる38億米ドルと創業以来の新記録に達しました。2004年の売上高は前年比47％増の183億米ドルで、中東の上場会社の中で売上げ、利益とも最大を記録しました。

SABICは相互に関連する6つの戦略的事業単位（基礎化学品、インターミディエート、ポリオレフィン、塩化ポリビニール及びポリエステル、化学肥料、金属）で構成されています。研究開発資源も充実しており、リヤド、オランダのヘレーン、米国のヒューストン、インドのワドダラに研究開発センターを展開しています。SABICは世界で1万6,000名余りを雇用しています。

サウジアラビアのアルジュベールとヤンブーの2ヵ所に、18の世界的に大規模な生産施設を所有しています。そうした施設のいくつかは、エクソンモービル、シェル、三菱化学などとの合弁となっています。SABICの総生産能力は2001年の3,540万トンから2004年には4,290万トンに増強されました。

SABICは、サウジアラビアのリヤドに本社があり、原油採掘の副産物として産出する炭化水素ガスを原料として化学製品、ポリマー、化学肥料等を生産するため、サウジアラビア政府が1976年に設立しました。現在、SABICの株式の70％をサウジアラビア政府が、残りの30%はサウジアラビア国内および湾岸協力会議（GCC）加盟国の民間投資家が保有しています。

SABIC Europeはオランダのシタルトに本社を置き、2,300名を雇用し、オランダのヘレーンとドイツのゲルゼンキルヘンにある石油化学工場で、ポリプロピレン、ポリエチレン、ハイドロカーボンを製造し、ヨーロッパのセールスオフィスとロジスティックス拠点のネットワークを通じて販売しています。SABIC Europeは2004年には、ポリマー、基礎化学製品、インターミディエート合計600万トンを主として欧州市場に販売しました。
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